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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
日
を
追
っ
て
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
SC
）
は
、
新
座

市
の
自
粛
要
請
を
受
け
、
年
一

回
の｢

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル｣

な
ど
多
人

数
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
、地
区
懇
話

会
、
委
員
研
修
会
、

班
長
会
議
を
軒
並

み
中
止
し
感
染
拡

大
の
封
じ
込
め
に

協
力
。
緊
急
安
全
ニ
ュ
ー
ス

を
会
員
に
配
布
し
、
①
手
洗

い
の
励
行
②
マ
ス
ク
の
着
用

③
人
混
み
を
避
け
る
、
な
ど

の
予
防
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

福
島
和
男
理
事
長
は
「
高

齢
者
は
重
症
化
し
や
す
い
と

言
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、

落
ち
着
い
て
、
い
つ
も
以
上
に

体
調
の
維
持
に
気
を
付
け
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

▽
世
界
中
襲
う
新
ウ
イ
ル
ス

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
は
す
さ
ま
じ
い
。
中
国
の
湖

北
省
武
漢
市
で
原
因
不
明
の
肺

炎
患
者
が
次
々
に
見
つ
か
っ
た

の
が
昨
年
12
月
。
そ
の
後
、
中

国
当
局
が
病
原
に｢

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス｣

を
検
出
。
人
に

免
疫
が
な
い

た
め
、
あ
っ

と
い
う
間
に

感
染
が
広
が

り
、
死
亡
者

も
出
た
。
中

国
は
人
の
移

動
を
止
め
よ

う
と
、
１
月

武
漢
市
を
封

鎖
。
そ
れ
で

も
世
界
各
地

に
飛
び
火
し
、

韓
国
、
イ
ラ

ン
、
イ
タ
リ
ア
で
爆
発
的
に
患

者
が
増
え
、
死
亡
者
も
増
加
。

3
月
、
感
染
者
は
１
０
０
か
国

10
万
人
を
突
破
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
流
行
）
を
宣
言
す

る
事
態
に
な
っ
た
。

国立感染症研究所HPより

　

各
国
が
対
策
を
進
め
て
い
る

が
、
日
本
も
、
人
の
移
動
、
集

会
の
制
限
に
踏
み
切
り
、
入
国

制
限
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
自
粛

や
小
中
高
校
の
臨
時
休
校
を
要

請
。
国
、
地
方
自
治
体
と
も
ど

も
感
染
封
じ
込
め
に
必
死
だ
が
、

今
の
と
こ
ろ
、
終
息
の
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
。

▽
飛
沫
と
接
触
で
感
染

　

こ
う
い
う
異
常
時
に
大
切
な

の
は
「
予
備
知
識
を
知
り
正
し

く
恐
れ
る
こ
と
」
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
新
顔
で
未
知
な
こ

と
が
多
い
が
、
数
多
い
症
例
で

属
性
が
大
ま
か
に
分
か
っ
て
き

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
と
、

感
染
力
が
強
く
発
症
ま
で
の
潜

伏
期
間
は
長
く
（
1
～
12
・
5

日
）
特
に
発
症
後
の
高
齢
者
は

急
激
に
悪
化
す
る
場
合
も
あ
る

が
、
多
く
は
軽
症
で
済
ん
で
い

る
。
急
ピ
ッ
チ
で
、
ワ
ク
チ
ン

開
発
も
進
ん
で
い
る
。

　

感
染
は
主
に
2
パ
タ
ー
ン
。

感
染
し
た
人
の
咳
、
く
し
ゃ
み

で
飛
び
出
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
む
「
飛
沫
感
染
」。
ウ
イ
ル

ス
が
付
い
た
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を

触
り
、
そ
の
手
で
目
や
口
な
ど

を
触
る

「
接
触
感

染
」。政
府

の
専
門
家

会
議
は
、

換
気
の
悪

い
密
閉
空

間
で
人
々

が
会
話
し
密
集
す
る
と
ク
ラ
ス

タ
ー
（
小
規
模
な
患
者
集
団
）

が
発
生
す
る
恐
れ
が
高
く
な
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

▽
明
る
く
頑
張
る

「
ま
ず
は
手
洗
い
で
す
」
と
新

座
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
池
田
智

恵
子
所
長
。「
ウ
イ
ル
ス
は
直

ぐ
手
に
付
き
ま
す
。
消
毒
も
大

事
で
す
が
、
帰
宅
後
や
ト
イ
レ

の
後
な
ど
、
20
秒
以
上
手
首
ま

で
し
っ
か
り
洗
っ
て
く
だ
さ

い
」。
免
疫
を
強
め
る
こ
と
も

大
事
だ
。
軽
い
運
動
や
十
分
な

睡
眠
。
規
則
的
な
食
事
。「
ビ

タ
ミ
ン
補
給
と
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

　

国
は
、
咳
を
抑
え
た
ハ
ン
カ

チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
直
ぐ
洗
い
、

捨
て
る
な
ど
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
の
順
守
も
求
め
て
い
る
。

品
薄
状
態
が
続
く
マ
ス
ク
も
、

メ
ー
カ
ー
に
補
助
金
を
交
付
、

3
月
は
月
間

6
億
枚
以
上

を
供
給
す
る

予
定
だ
。

　

揺
れ
に
揺

れ
る
新
型
ウ

イ
ル
ス
禍
。

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
延
期
に
な
り
、
世
界
景
気

を
直
撃
、
事
態
は
刻
一
刻
と
変

化
す
る
。「
SC
は
状
況
変
化
に

新
座
市
な
ど
と
調
整
し
、
対
応

し
て
い
く
。
や
れ
る
こ
と
は
何

で
も
や
り
ま
す
」（
船
津
実
事
務

局
長
）。見
通
し
の
立
ち
に
く
い

状
況
に
、過
剰
に
委
縮
す
る
こ

と
も
問
題
だ
。保
健
セ
ン
タ
ー
の

池
田
所
長
は「
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

ず
、明
る
く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。  （
中
伏
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
を
封
じ
込
め

   
落
ち
着
い
て
予
防
に
協
力
を

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
を
封
じ
込
め

   
落
ち
着
い
て
予
防
に
協
力
を

※主な相談窓口：県民サポートセンター 0570（783）770
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今
ま
で
多
く
の
会
員
の
方
々

か
ら
口
コ
ミ
に
よ
る
加
入
促
進

の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
65
歳
へ
の
定
年
延
長
や
高

齢
に
よ
る
退
会
者
も
あ
る
た
め
、

こ
こ
数
年
会
員
数
は
伸
び
悩
み

が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
3
月
時
点
で
の
会
員
数
は

２
１
４
１
名
で
し
た
。

　

会
員
を
増
や
す

　
　
　

様
々
な
工
夫

　

会
員
数
の
不
足
は
、
適
正
な

就
業
交
代
や
新
た
な
就
業
先
開

拓
へ
の
対
応
な
ど
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
会
員
開
発

委
員
会
と
し
て
も
年
間
を
通
し

て
、
入
会
説
明
会
案
内
の
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー

を
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
変
え
、

定
期
・
移
動
入
会
説
明
会
の
他

に
、
女
性
限
定
説
明
会
も
開
催

し
、
会
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
就

業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
新
し
く
作

成
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
結
果
、
令
和
2
年
3
月

現
在
２
１
５
０
名
と
こ
こ
へ
き

　

今
回
は
、
朝
か
ら
小
雨
模
様

の
3
月
9
日
（
日
）
10
時
か
ら
、

市
民
会
館
3
階
会
議
室
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
大
人
数
で
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
と
な
る

中
、
既
に
新
聞
折
り
込
み
な
ど

で
「
女
性
限
定

入
会
説
明
会
」

の
案
内
を
し
て

い
た
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
、
消

毒
綿
の
準
備
、

部
屋
の
換
気
な

ど
細
心
の
注
意

を
払
い
開
催
し

ま
し
た
。

　

ご
参
加
頂
け

る
か
心
配
で
し
た
が
、
足
元
の

悪
い
な
か
５
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
開
発
委
員
の
女
性

3
名
（
西
、
貫
井
、
前
迫
）
で

説
明
会
を
進
行
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
入
会

説
明
会
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
、
ふ
れ

あ
い
の
家
な
ど
の
管
理
業
務
、

調
理
業
務
、
保
育
業
務
等
女
性

の
就
業
先
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映

し
ま
し
た
。
次
に
、
西
委
員
司

会
の
も
と
前
迫
委
員
よ
り
畑
中

公
民
館
で
の
就
業
体
験
談
を
紹

介
、
続
い
て
貫
井
委
員
が
入
会

方
法
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
女
性
同
士
の

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
活
発

な
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
請
負
・
委
任
、
配
分
金
な

ど
初
め
て
聞
く

言
葉
が
多
い
」

「
請
負
と
派
遣

の
収
入
（
時

給
）
は
？
」「
就

業
案
内
は
ど
こ

で
得
ら
れ
る

の
？
細
か
く
確

認
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
？
」

「
ほ
か
の
仕
事

と
の
兼
業
ま
た
は
２
つ
の
仕
事

を
掛
け
持
ち
は
可
能
？
」「
内

職
は
出
来
高
払
い
で
す
か
？
」

な
ど
多
数
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
お
陰
様
で
参
加
の
女
性
全

員
が
入
会
登
録
さ
れ
、
そ
の
積

極
性
に
委
員
一
同
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

て
よ
う
や
く
歯
止
め
が
か
か
っ

た
形
で
す
。

　
今
年
度
の
新
し
い

　
　
取
り
組
み
と
し
て

①
会
員
入
会
促
進
事
業
の
推
進

　

SC
の
事
業
の
発
展
、
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
に

よ
る
SC
事
業
の
魅
力

を
友
人
等
に
紹
介
し

新
規
会
員
の
増
強
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
会
員
一

人
ひ
と
り
が
SC
入
会

を
勧
誘
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
規
入
会
希
望
者
は
、
新
座

市
に
居
住
の
60
歳
以
上
、
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
SC
活
動
に

賛
同
い
た
だ
け
る
方
で
す
。

・
会
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
方
が

新
規
入
会
希
望
者
紹
介
用
紙
を

提
出
し
入
会
さ
れ
る
と
、
紹
介

い
た
だ
い
た
会
員
に
そ
れ
ぞ
れ

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

新
規
に
入
会
さ
れ
た
方
に
も
そ

れ
ぞ
れ
粗
品
を
進
呈

し
ま
す
。

・
事
業
年
度
中
に
10

名
以
上
の
新
規
入
会

者
を
紹
介
い
た
だ
い

た
会
員
に
対
し
て
、

次
年
度
の
定
時
総
会

時
に
於
い
て
功
績
を

称
え
、
表
彰
い
た
し
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
入
会
登
録

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
の
仮
入
会

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
4
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
新
・
入

会
説
明
会
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
視
聴

し
て
い
た
だ
く
と
、
入
会
説
明

会
に
参
加
し
な
く
て
も
入
会
登

録
に
進
む
こ
と
が
可
能
と
な
る

予
定
で
す
。             （
有
賀
）

第
２
回
女
性
限
定

　
　
入
会
説
明
会

第
２
回
女
性
限
定

　
　
入
会
説
明
会

会
員
開
発
委
員
会

新
規
入
会
促
進
事
業
に
つ
い
て
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創
業
は
昭
和
23
年
、
現
在
の

社
長
で
三
代
目
で
あ
る
。
創
業

時
に
3
人
で
繁
栄
を
願
っ
て
立

ち
上
げ
た
の
が
社
名
の
由
来
。

自
動
車
、
船
舶
、
農
発
等
の
エ

ン
ジ
ン
部
品
（
ガ
ス
ケ
ッ
ト
）

づ
く
り
が
中
心
の
会
社
だ
。

　

今
回
は
、
SC
会
員
の
働
く
三

栄
工
業
株
式
会
社
を
訪
ね
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
の
職
場

　

社
員
は
15
名
く
ら
い
、
そ
の

内
5
名
が
SC
会
員
で
す
。

１
０
０
０
坪
の
敷
地
に
２
５
０

坪
の
第
一
工
場
と
１
０
０
坪
の

第
二
工
場
が
あ
り
ま
す
。
第
一

工
場
に
は
大
型
の
プ
レ
ス
機
が

何
台
も
あ
り
、
3
階
建
て
の
建

屋
の
1
・
2
階
部
分
が
工
場
、

3
階
部
分
が
事
務
所
な
ど
で
す
。

第
二
工
場
に
は
小
型
の
機
械
が

あ
り
、
小
物
の
生
産
を
し
て
お

り
、
SC
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
両
方

の
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
に
は
、I

S
O

（
国
際
品
質
管
理
基
準
）
の
認

証
を
受
け
、
以
来
今
日
ま
で
更

新
し
続
け
て
い
ま
す
。
生
産
ラ

イ
ン
と
は
別
の
事
柄
に
投
資
し

て
い
る
姿
に
会
社
の
問
題
意
識

の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

障
が
い
者
が
働
く
職
場

　

特
筆
す
べ
き
は
職
場
環
境
で

す
。
工
場
内
だ
け
で
な
く
、
事

務
所
、
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
等
す
べ
て
が
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
て
い
て
ド
ア
も
自
動

で
す
。
ま
た
、
設
備
だ
け
で
は

な
く
作
業
工
程
も
工
夫
さ
れ
、

車
椅
子
で
の
就
業
に
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
障
が
い
者
雇

用
促
進
協
会
長
賞
を
受
賞
し
た

の
も
当
然
で
す
。

女
性
会
員
が
大
活
躍

　

大
森
厚
子
さ
ん
は
、
派
遣
業

態
以
前
の
請
負
時
代
か
ら
の
就

業
で
す
。「
言
わ
れ
た
こ
と
を

し
て
い
る
だ
け
よ
」
と
謙
遜
し

な
が
ら
「
機
械
の
音
が
大
き
い

の
は
安
全
の
た
め
に
は
必
要
な

の
」
と
い
う
辺
り
は
、
や
は
り

ベ
テ
ラ
ン
。
職
場
で
厚
く
信
頼

さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
金
属

加
工
工
場
の
現
場
で
働
く
の
は

稀
で
す
が
、
こ
こ
で
は
当
た
り

前
の
こ
と
。「
新
潟
出
身
で
新

座
に
移
っ
て
40
年
、
こ
ち
ら
の

年
月
の
方
が
長
く
な
っ
た
」
と

の
事
で
、
お
歳
を
聞
い
て
ビ
ッ

ク
リ
。
今
で
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
谷
俊
明
さ
ん
は
、「
大
事

な
こ
と
は
Ｋ
Ｙ
だ
よ
。
空
気
を

読
め
な
い
？
い
ー
え
、
こ
こ
で

は
危K

険
を
予Y

測
す
る
こ
と
だ

よ
」
作
業
が
変
わ
る
毎
に
事
前

に
注
意
が
必
要
だ
と
い
う
意
味

で
す
。
家
で
は
高
校
野
球
を
観

戦
す
る
の
が
楽
し
み
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

石
毛
遵
さ
ん
は

「
今
の
機
械
は
2

重
3
重
に
安
全
装

置
が
付
い
て
い
て

昔
の
よ
う
な
危
険

は
な
い
が
注
意
し

過
ぎ
る
こ
と
は
な

い
ね
。
単
純
作
業

が
続
く
時
は
特
に

眠
気
が
危
険
で

夜
更
か
し
・
深

酒
に
も
注
意
だ

ね
」
と
家
で
は

日
曜
大
工
に
い

そ
し
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　

シ
フ
ト
は
、

午
前
8
時
50
分

か
ら
午
後
4
時

15
分
。
週
3
日
の
勤
務
で
土
・

日
は
休
み
で
す
が
、
祭
日
は
就

業
し
て
い
ま
す
。

社
長
さ
ん
は
仕
事
一
途

　

朝
霞
生
ま
れ
の
朝
霞
育
ち
。

先
代
の
社
長
に
見
込
ま
れ
、
お

嬢
様
と
結
婚
、
お
子
様
は
3
人
。

同
居
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
社

長
の
実
父
・
実
母
も
90
歳
半
ば

で
健
在
で
す
。
真
面
目
で
気
さ

く
な
お
人
柄
で
す
が
、
今
年
の

社
長
方
針
は

「
絶
対
に
生
き

残
る
」
と
経
営

者
の
責
任
の
重

さ
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
油
ま
み

れ
の
ツ
ナ
ギ
服

は
仕
事
一
途
の

男
の
勲
章
に
見

え
ま
す
。

　

応
接
室
に
は
様
々

な
感
謝
状
が
ず
ら
り
。

ホ
ン
ダ
、
日
産
等
の

大
手
企
業
へ
の
納
入

の
他
、
メ
キ
シ
コ
、

タ
イ
を
始
め
と
す
る

ア
ジ
ア
圏
へ
の
輸
出

も
あ
り
、
海
外
か
ら

の
感
謝
状
も
あ
り
ま

し
た
。
専
門
用
語
を

混
じ
え
一
生
懸
命
製
品
の
説
明

を
し
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
シ
フ
ト
の
関
係

で
、
濱
吉
正
夫
さ
ん
、
水
澤
一

夫
さ
ん
に
は
お
会
い
で
き
ず
残

念
で
し
た
。　　
　
（
太
刀
川
）

第二工場での石毛さん（手前）
と住谷さん（後姿） てきぱき作業する大森さん

主要製品のガスケット

製品を説明する高橋社長

大
和
田
3
丁
目

三
栄
工
業（
株
）

新
・
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先
ご
ろ
行
わ
れ
た
第
11
地
区

懇
話
会
で
「
消
費
者
関
連
ト
ラ

ブ
ル
の
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
新
座
市

の
出
前
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
講
師
は
新
座
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
の
近

藤
則
子
氏
。

　

身
近
に
あ
る
テ
ー
マ
だ
け
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
一
部

を
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

詐
欺
の
キ
ー
ワ
ー
ド
あ
れ
こ
れ

　

は
じ
め
に
詐
欺
や
悪
徳
商
法

で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

み
る
と
概
ね
次
の
よ
う
な
言
葉

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

◦
お
試
し
1
回
だ
け

◦
新
サ
ー
ビ
ス

◦
還
付
金

◦
サ
プ
リ
メ
ン
ト

◦
開
封
返
品

◦
好
き
で
す
か　

好
き
で
す

◦
法
務
省
管
轄
支
局

◦
国
民
訴
訟
通
達
セ
ン
タ
ー

◦
地
方
裁
判
所
管
理
局

◦
霞
が
関
の
方
か
ら
来
た

◦
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

◦
風
邪
で
声
が
変
わ
っ
た

　

他
に
も
た
く
さ
ん
上
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
出
て

く
る
と
危
険
信
号
だ
。

　

さ
ら
に
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
と
い
っ
た

お
金
に
ま
つ
わ
る
言
葉
が
出
て

く
る
と
、詐
欺
の
典
型
例
と
な
る
。

被
害
別
に
み
る
実
例

　

で
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
巧
み

に
操
っ
て
ど
ん
な
詐
欺
や
商
法

が
行
わ
れ
た
の
か
、
実
例
・
実

害
例
を
紹
介
す
る
。

①
60
歳
代
の
男
性

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
筋
肉
増

強
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
約
５
０
０

円
と
い
う
広
告
を
見
て
申
し
込

み
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
。

　

後
日
再
び
同
じ
商
品
が
届
き
、

今
度
は
６
千
円
以
上
に
な
る
と

の
請
求
書
が
入
っ
て
い
た
。
事

業
者
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
４

回
購
入
が
条
件
の
定
期
購
入
だ

と
言
わ
れ
た
。
画
面
の
下
の
方

に
そ
の
よ
う
な
説
明
が
書
か
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
気
が
付
か
な

か
っ
た
。

【
助
言
】
契
約
条
件
に
よ
っ
て
は
中

途
解
約
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
事
業

者
に
連
絡
し
て
も
電
話
が
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
り
す
る
。

〔
対
処
法
〕
定
期
購
入
の
条
件
や
中

途
解
約
条
項
を
し
っ
か
り
確
認
す

る
こ
と
。

②
60
歳
代
の
男
性

　

大
手
電
話
会
社
（
Ｎ
T
Ｔ
東

西
な
ど
）
を
名
乗
り
、「
新
サ

ー
ビ
ス
で
す
」
と
い
う
。
話
を

聞
く
と
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
が
安
く
な
る
と
思
い
、
担

当
者
に
言
わ
れ
る
ま
ま
転
用
承

諾
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

取
得
し
、
伝
え
た
。
し
か
し
、

届
い
た
登
録
完
了
通
知
を
見
た

ら
、
大
手
電
話
会
社
と
は
別
の

会
社
へ
の
転
用
承
諾
通
知
で
あ

り
、
Ｎ
T
Ｔ
東
西
と
の
契
約
は

な
く
な
っ
て
い
た
。解
約
し
た
い
。

【
助
言
】
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
セ
ッ

ト
で
か
え
っ
て
高
額
に
な
っ
た
り
、

別
途
に
解
約
料
金
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
る
。
強
引
な
勧
誘
が
多
い
。

［
対
処
法
］
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が
発
行
す

る
転
用
承
諾
番
号
を
利
用
し
て
詳

し
く
説
明
せ
ず
に
事
業
者
を
変
え

さ
せ
ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

③
80
歳
代
の
男
性

　

銀
行
の
業
界
団
体
を
名
乗
る

男
か
ら
「
消
費
税
増
税
の
関
係

で
、
高
齢
者
に
社
会
保
険
料
の

一
部
が
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
帳
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

番
号
を
教
え
て
欲
し
い
。
お
宅

は
４
万
円
戻
る
」
と
電
話
。

【
助
言
】
社
会
的
な
話
題
を
悪
用
し

た
詐
欺
。
金
融
機
関
や
行
政
な
ど
が

消
費
税
増
税
を
理
由
に
消
費
者
個

人
に
直
接
電
話
を
掛
け
て
く
る
こ
と

は
な
い
。

［
対
処
法
］
着
信
番
号
通
知
や
録
音

機
を
活
用
し
て
知
っ
て
い
る
人
以
外

は
直
接
電
話
に
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
90
歳
代
女
性

　

一
人
暮
ら
し
の
女
性
宅
に
宅

急
便
で
蟹
が
届
い
た
。
訪
問
介

護
中
の
ヘ
ル
パ
ー
が
本
人
に
聞

く
と
「
頼
ん
で
い
な
い
」
と
い

う
。「
電
話
が
来
て
、
蟹
が
好

き
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、
は
い

と
答
え
た
だ
け
」
と
い
う
。

【
助
言
】
曖
昧
な
や
り
取
り
に
乗
じ

て
、
勝
手
に
商
品
を
送
り
つ
け
て
く

る
手
口
。

［
対
処
法
］
受
け
取
る
こ
と
も
支
払

う
必
要
も
な
い
。
家
族
の
支
援
が
必

要
。

⑤
架
空
は
が
き

　

法
務
省
管
轄
支
局
、
国
民
訴

訟
通
達
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
名
乗

り
、
霞
が
関
の
住
所
を
書
い
て

「
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴

訟
と
し
て
訴
状
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
を
通
知
し
ま
す
」
と
い
っ

た
は
が
き
が
届
き
慌
て
て
対
応

し
て
金
を
と
ら
れ
る
事
例
。

【
助
言
】
法
務
省
管
轄
支
局
な
ど

と
い
う
組
織
は
存
在
し
な
い
。

［
対
処
法
］
は
が
き
に
記
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
は
絶
対
に
電
話

を
掛
け
な
い
。

＊

　

こ
の
ほ
か
に
も
被
害
事
例
は

数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
地
区
懇
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
に
併
せ
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

詐
欺
！
こ
ん
な
手
口
に
気
を
付
け
よ
う

第
11
地
区
（
野
火
止
7
・
8
丁
目
）
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私
が
新
座
に
移
住
し
た
の
は
平
成
15

年
3
月
。
4
市
合
併
の
住
民
投
票
で
ざ

わ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
か
ら
周
辺

の
写
真
を
撮
り
続
け
ま
し
た
が
、
変
化

の
激
し
さ
に
驚
き
ま
す
。

　
「
あ
れ
！
こ
の
場
所
は
何
処
？
」
と

思
う
事
が
時
々
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
の
2
、

3
年
前
な
の
に
、
そ
こ
に
何
が
あ
っ
た

か
判
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
手
困
難
な
古
写
真

　

上
の
写
真
は
、
写
真
仲
間
が
家
業
を

継
ぐ
見
返
り
に
、
手
に
い
れ
た
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
「
マ
イ
カ
メ
ラ
に
よ
る
野

火
止
の
姿
」
で
す
。
昭
和
35
年
の
事
で
、

正
面
遠
く
の
こ
ん
も
り
と
し
た
森
は
野

火
止
氷
川
神
社
だ
そ
う
で
す
。
何
処
か

ら
撮
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
か
？

　

答
え
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
様
な
古
い
写
真
が
極
め
て
少
な

い
の
で
す
。
昨
秋
市
教
育
委
員
会
に
頼

ま
れ
「
新
座
の
古
写
真
」
あ
り
ま
せ
ん

か
？
と
本
誌
１
０
０
号
で
呼
び
か
け
ま

し
た
。
早
速
反
応
が
あ
り
、
昭
和
63
年

に
新
座
写
真
連
盟
が
中
央
公
民
館
に
寄

贈
し
た
『
わ
が
ま
ち
新
座
写
真
集
』
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
「
石

神
の
朝
市
」
を
2
段
目
に
掲
載
し
ま
し

た
が
、
記
憶
に
あ
り
ま
す
か
？
昭
和
終

り
頃
に
は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
朝
市
が

た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
よ
。

文
人
墨
客
好
み
の
武
蔵
野
な
の
に

　

志
木
で
は
志
木
駅
周
辺
な
ど
色
々
な

写
真
が
出
て
き
ま
す
が
、
新
座
は
平
林

寺
周
辺
の
も
の
が
手
に
入
る
程
度
で
す
。

　

東
京
通
勤
圏
と
し
て
の
利
便
さ
で
、

「
埼
玉
都
民
」
が
増
え
る
に
従
っ
て
、

徐
々
に
写
真
資
料
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

3
段
目
の
写
真
は
市
役
所
の
資
料
写

真
で
昭
和
40
年
頃
の
旧
川
越
街
道
の
一

風
景
で
す
。
写
真
に
写
る
「
高
橋
建
材

店
」
か
ら
現
在
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

右
の
写
真
は
、
同
じ
位
置
か
ら
撮
っ

た
も
の
で
、
左
側
の
同
建
材
店
の
先
が

「
な
み
き
の
幼
稚
園
」
入
口
。
両
者
を

比
較
す
る
と
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

車
の
少
な
い
街
道
は
広
々
し
て
、
子
供

の
頃
に
道
路
で
野
球
を
楽
し
め
た
の

は
、
こ
れ
だ
っ
た
と
納
得
で
き
る
風

景
で
す
。

　

次
号
か
ら
写
真
に
よ
る
今
昔
回
顧
シ

リ
ー
ズ
で
す
。                  （
吉
田
）

昭和35年当時の野火止

昭和60年代石神の朝市（新座写真連盟写真集より）

左端が目印になった「高橋建材店」で昭和38年創業

令和 2年 2月旧川越街道の同じ場所、道幅は同じ筈ですが
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フ
レ
イ
ル
と
は
筋
力
な
ど
の

身
体
機
能
が
低
下
し
、
心
身
と

も
に
弱
っ
て
き
た
状
態
で
、
虚

弱
を
意
味
す
る
英
語
「
ｆ
ｒ
ａ

ｉ
ｌ
ｔ
ｙ
（
フ
レ
イ
ル
テ
）」

を
も
と
に
し
た
造
語
。
日
本
老

年
医
学
会
が
２
０
１
４
年
に
提

唱
し
ま
し
た
。

　

認
知
機
能
の
低
下
や
う
つ
な

ど
の
精
神
・
心
理
面
、
閉
じ
こ

も
り
や
孤
独
な
ど
の
社
会
性
も

含
ま
れ
ま
す
。
65
歳
以
上
の
約

１
割
が
該
当
し
、
75
歳
以
上
で

大
き
く
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
SC
で
は
令
和
元
年
度
に
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
に
19
名

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
2
月
19
日
に
は

体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。

測
定
メ
ニ
ュ
ー
は

　

歩
行
速
度
、
握
力
、
足
の
筋

力
、
歩
行
能
力
や
バ
ラ
ン
ス
、

敏
捷
性
、
眼
を
閉
じ
た
時
の
バ

ラ
ン
ス
等
の
体
力
テ
ス
ト
を
サ

ポ
ー
タ
ー
と
測
定
員
で
実
施
し

ま
し
た
。
測
定
後
、
各
自
に
配

布
さ
れ
た
測
定
用
紙
に
測
定
員

が
計
測
数
値
を
記
入
し
て
返
却
、

各
自
壁
に
貼
ら
れ
た
性
別
、
年

齢
別
の
グ
ラ
フ
と
照
合
し
ま

す
。５

段
階
評
価
は
？

　

5
段
階
評
価
で
、
①
大
変
す

ば
ら
し
い
②
す
ば
ら
し
い
③
そ

の
調
子
④
も
う
一
息
⑤
今
が
頑

張
り
ど
き
、
の
な
か
で
自
分
は

ど
こ
の
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
の

か
、
真
剣
に
グ
ラ
フ
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
嬉
し
そ

う
な
方
、
安
心
顔
の
方
、
残
念

そ
う
な
顔
の
方
な
ど
様
々
で
し

た
が
、
全
行
程
を
終
了
し
て
さ

っ
ぱ
り
し
た
顔
で
皆
さ
ん
お
帰

り
に
な
り
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

　

今
後
の
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
連
続
し
て
10
回
行
う
予

定
で
す
が
、
日
程
は
未
定
で
す
。

　
《
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

〇
準
備
体
操
〇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
運
動
〇
ス
ト
レ
ッ
チ
〇

筋
力
運
動
〇
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
〇
体
力
測
定

　
《
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

〇
栄
養
の
は
な
し
で
筋
力
を
増

や
す
食
事
〇
骨
を
強
く
す
る
食

事
〇
血
管
を
し
な
や
か
に
保
つ

食
事
〇
不
調
に
負
け
な
い
食
事

〇
頭
と
体
を
し
っ
か
り
働
か
せ

る
食
事
〇
自
分
に
足
り
な
い
食

品
を
み
つ
け
る

　
《
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

〇
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
傾
聴
術
〇
埼

玉
県
の
魅
力
再
発
見
〇
茶
話
会

〇
井
戸
端
会
議
〇
笑
い
の
健
康

法
〇
プ
ラ
ス
思
考
の
人
付
き
合

い
○
転
ば
ぬ
先
の
豆
知
識
、
と

い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
毎
回
内
容
を

変
え
て
実
施
し
ま
す
。

　

最
初
の
第
１
回
と
最
後
の
10

回
に
体
力
測
定
を
行
い
、
教
室

で
実
践
し
た
結
果
、
身
体
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
数

値
な
ど
で
評
価
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
例
を
上
記

に
掲
げ
て
お
き
ま
す
の
で
参
照

下
さ
い
。         （
中
村
和
明
） 測定器による「握力テスト」

真剣な面持ちで「歩行速度」の測定

まずは準備運動で体をウォームアップ

健
康
管
理
講
習
会

  
体
力
測
定
と
フ
レ
イ
ル
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
安
全
委
員
会
主
催
）

健
康
管
理
講
習
会

  
体
力
測
定
と
フ
レ
イ
ル
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
安
全
委
員
会
主
催
）

栄養プログラムの例

1 フレイルチェック・体力測定

2 いろいろな食品を食べよう

3 茶話会（又はゲームで遊ぶ等）

4 筋肉を増やす食事

5 骨を強くする食事

6 血管をしなやかに保つ食事

7 不調に負けない食事

8 頭と体を働かせる食事

9 自分に足りない食品を見つける

10 教室終了後について考えよう

毎回ストレッチ・筋力運動等の運動プロ
グラムの他に栄養（赤字）・社会・その
他（黒字）のプログラムが随時行われる。
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▶声優に魅了された海外ドラマ◀
　海外ドラマは、声優の声質や個性的な言い回しに
魅せられてきた歴史がある。痺れるような低音に魅
了された若山弦蔵が最右翼か。「弁護士ペリー・メイ
スン」がその代表作でラジオなどでも大活躍中。森
山周一郎も味のある低音。「刑事コジャック」で人気
を博し、ジャン・ギャバンなどを担当している。低
音ではないが「刑事コロンボ」のピーター・フォー
クは小池朝雄の嵌り役だ。ビック・モローの田中信
夫も長く親しまれた一人。軽妙な語り口では「ルパ
ン三世」の野沢那智も耳に残る。残念だがこのお三
方は既に亡くなっている。日本のテレビ文化は声優
が一翼を担ってきたといっても良い。
     （声だけで恋ができる男　野火止73歳）

▶     ▶“恋”は玄界灘を渡る◀
　楽しい夕餉。妻と二人で鍋をつつく。よもやま話か
ら、話題は昔のＴＶ番組に。ひとしきり盛り上がった
後、妻が突然の沈黙。「ペ・ヨンジュンさんて、こん
なに美しい男の人いるのかしらと思った」
　いけねえ、韓流の地雷だ。「冬ソナのシーン、愛し
合ってるのに思い出の品、海に投げ捨てるのね。号泣
しちゃった」妻が当時、寝室の壁に張り巡らせたポス
ターを思い出す。悪夢だ。話題を変えなきゃ。「コロ
ナウィルスがね…」話を振る。「ポラリスのネックレス、
愛する人に贈るの。私も買ったわ」妻はウットリ。俺
ガックリ。

（ヨン様幻影に怯える夫　野火止70歳）

  ▶誰がなんと言おうとコンバットだ◀
　家族一緒でみていた。たたき上げのサンダース軍曹
（ビック・モロー）とクールなヘンリー少尉（リック・
ジェイソン）という二人を中心に歩兵連隊小隊の活躍
を描いている。戦闘シーンもあるが、兵士の心の葛藤
を描いた人間ドラマだった。当時アメリカ兵がカッコ
いいと思った。兄弟で偵察ごっこ。兄はヘンリー、私
はいつもサンダース軍曹。弟たちはケーリやリトル・
ジョン。林の中を歩き、走る軽トラックは装甲車だっ
た。発見すると無線機を真似て『チェックメイト キン
グ２こちらホワイトルーク Ａ地点で敵発見』。転ぶと
『衛生兵！』と叫び、傷口に赤チンを塗ったのが懐か
しい。       （サンダース軍曹になった男　大和田72歳）

   ▶チャッチャと歯切れ良い西部劇◀
　ＴＶ番組は、アメリカ製B級西部劇に勝るものナシ。
「ローン・レンジャー」はタイトルバックのウイリ
アム・テル序曲に胸躍らせた。バリバリ若手のステ
ィーブ・マックィーンが「拳銃無宿」、クリント・イ
ーストウッドは「ローハイド」、ジェフ・ファーパー
早撃ち期待の「ララミー牧場」。後に大スターとなる
男たちの主戦場は、生き生きとしていた。「ガンスモ
ーク」「幌馬車隊」「ボナンザ」も面白かったが、チ
ャック・コナーズがライフルを拳銃のように扱う「ラ
イフルマン」も忘れられない。今の映画は理屈っぽい。
この時代は良かった。
            （早打ち？ を真似しすぎた男　北野79歳）

     ▶風呂敷を頭に巻いて◀
　家に初めて白黒テレビが来た頃、ドラマ「怪傑
ハリマオ」を見た。調べてみたら、昭和35年から 1
年間、毎週火曜日夜 7 時半～ 8 時に放送。「真あっか
な太陽燃えている／果てない南の大空に…」という
三橋美智也の歌声が聞こえてくると、なつかしくて
仕方がない。場所は外国（マレー半島）。頭に白いタ
ーバンを巻いたハリマオの姿がよみがえる。縛った
ターバンの先は、片方の耳わきに長く垂れている。顔
には黒いサングラス。現地の仲間たちが危険にさら
されると、さっそうと登場して悪人たちをやっつけ
る正義の味方だ。そして、小学1年生だった私は、頭
に風呂敷を巻いて部屋で飛び跳ねたものだ。
             （マレにみる記憶力の女　野火止65歳）

次回は「あなたは蕎麦派？ それともうどん派？」をテーマにします。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

▶「♪ダバダバダバダバ ~♪」◀
 65年頃テレビの深夜番組の草分け「11PM」が始ま
った。音楽、釣り、麻雀から社会問題まで幅広いネタ
が売りだが「エロ物」は絶対外せなかった。大橋巨泉
や愛川欽也の司会が絶妙で週末11PMのエロ企画は特
に過激。生のストリップショーや温泉レポートのうさ
ぎチャンが待ち遠しかった。親の目を盗みこっそりテ
レビにかじり付く青春期だ。俗悪だ！と番組を打切る
地方局も続出。蓮舫(Clarion Girl)の水着姿にも釘付
けだったが今や政界のエース。恥かしながら私も欣也
の番組で有名人のバックバンドに出た事がある。刺激
的な企画がなくなり90年に終了したが、その後時代は
どんどん変わっていく。   （午後11時の男　畑中70歳）

あなたのもっとも想い出に残るテレビ番組は？
「ドラマ、スポーツ、芸能、音楽、バラエティー」など会員の想い出を紹介
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静かな冬の動物園
　１月中旬、「乗り物乗り放題一日券」があるからと娘
に誘われ、25年ぶりに東武動物公園に行った。動物園
と遊園地が合体した“レジャーランド”で、高齢者と大
人の二人組が楽しめるか少し不安だったが、まず、動物
園エリアまで行けるアニマル列車に乗った。昔、スキッ
プする娘と楽しく歩いた道だったことを思い出す。アフ
リカコーナーにはやっぱりキリンやシマウマたちがいた。
猛禽コーナーには、なんとシ
ロフクロウがいて、ハリーポ
ッターのヘドウィグそのもの
を見た気分。獣の鳴き声がす
る方に行くと、人気者のホワ
イトタイガーがいた。が、す
ぐに猫のようにゴロンと寝て
しまって迫力なし。遊園地で観覧車やスカイサイクルに
仲良く乗っているうちに、辺りがすっかり暗くなった。
園全体が美しくライトアップされた光の中を、すっかり
大人になってしまった娘と帰路についた。

流浪のジプシー文化が生んだギタリスト
　 49年、ローマ（伊）で録音のLP盤『ジャンゴロジー』
を入手した。すり傷が多いが当時の欧州人らが何度も聞
いた臨場感がいい。主役はギター奏者ジャンゴ･ライン
ハルト。パリのジャズヴァイオリン奏者ステファン ･ グ
ラッペリらと五重奏団を組み活躍していた。代表曲

MinorSwing、Swing42」などは、何
ともうら悲しく時に荒々しいジプシー
（ロマ）民族文化の気配が漂う。彼は、
ベルギーのジプシー旅芸人一家に生ま
れ、欧州各国を転々とする。後にパリ
郊外のジプシー居住区に定住しギター

奏者として家計を助けるが、幌馬車の火災に巻き込まれ
大火傷。大切な左手にも傷を負う。致命的なハンデを克
服し見事に 2 本指でのギター奏法を身に付けた。ウッデ
ィーアレン監督の映画『ギター弾きの恋』では主役ショー
ンペンが崇拝するギタリストの設定。映画『アビエイタ
ー』のサウンドトラックにも使用された。53年に41歳の若
さで亡くなったが、レコードに針を落とすたび彼が甦る。

８年ぶりに楽しく演奏
　「趣味や特技は？」と聞かれると、私は幼い頃から習
っていた「バイオリンの演奏」となんとなく答えてきた。
シルバー事務局に勤めてからもそうしていたところ、あ
る日「バイオリン弾けるんだって？」
と聞かれて、誠に有難いことに地区の
皆さんの前で披露させていただくこ
とになった。「私の趣味であるバイオ
リン」は、なんとなくでは済まされな
くなってしまったのだ。バイオリンを
始めた契機は、兄や親戚が皆習ってい
たので「私も」という感じだったと思
う。細々と、気付けば大学受験の勉強
でやめるまで続けていた。発表会のた
びに色々なドレスが着られ、花束等を貰えることが楽し
みだったように思う。そんな風だから、実は、地区の皆
さんの前で演奏するために練習を始めるまで、8 年ほど
ブランクがあった。機会をいただかなかったら、私は一
生バイオリンを再開しなかったかもしれません。

懐かしい歌に合わせてダンベル体操
　１年位前から、いきいき広場のダンベル体操に通って
いる。若い頃からジャズダンス、ジム通い、フラダンス
などをやったけれど、痛めていた右足の半月板のせいで
できなくなってしまった。でも何かやらなくては…と思
って参加してみたのがダンベル体操。DVDを見ながら

お年寄りが（自分もそうだけど）
昔懐かしい童謡や演歌に合わせ体
操をする。最初は、演歌で体操？
と、洋楽に親しんだ私には違和感 
があったが、タオルやダンベルを
使ってのストレッチ、椅子に座っ
ての適度な体操の心地よさに引き

込まれ、すっかりファンになってしまった。特に“奥飛
騨慕情”は両手をしなやかに動かす感情表現ができて、
気分がルンルン‼
　終了後は「あー気持ち良かった」の声が多く聞かれる。
これからも積極的に人の輪の中に入り、身体を動かして、
人生百年を健康的に過ごしていきたい。

　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

Leisure Land Health

Swing JazzViolin

（野火止７ O. M） （大和田 5 五味 輝子）

（畑中１ M. T）（SC 事務局　Ｓ.Ｈ）



ゆうゆう通信 −　−10令和 2年 4月15日（第103号）

野
火
止
8
丁
目
稲
垣
正
昭

　

高
校
を
卒
業
し
即
東
京
の
大

学
に
進
学
し
た
せ
い
か
、
記
憶

に
残
っ
て
い
る
の
は
誕
生
地
の

町
名
、
京
都
市
室
町
三
条
と
南

座
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。

　

高
校
2
年
時
に
ポ
ー
ル
・
ア

ン
カ
初
公
演
を
南
座
で
見
た
。

南
座
は
東
京
で
言
え
ば
歌
舞
伎

座
に
あ
た
る
邦
楽
の
名
門
。
京

都
会
館
の
よ
う
な
洋
楽
の
出
来

る
小
屋
が
無
か
っ
た
頃
な
ら
で

は
の
話
で
あ
る
。

お
袋
が
ビ
ン
グ
・

ク
ロ
ス
ビ
ー
の
大

フ
ァ
ン
だ
っ
た
関

係
で
、
同
系
統
の

ペ
リ
ー
・
コ
モ
、
パ
ッ
ト
・
ブ

ー
ン
の
フ
ァ
ン
で
、
リ
ッ
キ

ー
・
ネ
ル
ソ
ン
、
ポ
ー
ル
・
ア

ン
カ
ま
で
が
許
容
範
囲
。

　

そ
の
ポ
ー
ル
公
演
の
前
歌
を

つ
と
め
て
い
た
黒
田
美
治
の
歌

う
カ
ン
ト
リ
ー
・
ナ
ン
バ
ー（
当

時
は
ウ
ェ
ス
タ
ン
と
称
さ
れ
て

い
た
）
に
一
発
で
ノ
ッ
ク
・
ダ

ウ
ン
さ
れ
て
し
ま
い
、
翌
日
高

校
の
屋
上
か
ら
「
ダ
イ
ア
ナ
」

「
君
は
我
が
運
命
」
等
ポ
ー
ル

の
EP
盤
を
円
盤
投
げ
よ
ろ
し
く

廃
棄
。
そ
れ
以
降
は
カ
ン
ト
リ

ー
一
筋
。

　

当
時
、
日
劇
ウ
エ
ス
タ
ン
・

カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
な
る
本
来
の
ウ

エ
ス
タ
ン
・
フ
ァ
ン
か
ら
見
る

と
似
て
非
な
る
シ
ョ
ー
が
人
気

を
呼
び
、
そ
れ
に
対
抗
し
慶
応

大
学
で
は
カ
ン
ト
リ
ー
・
バ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
レ
コ
ー
ド
会
社

に
就
職
。

　

キ
ン
グ
、
ワ
ー
ナ
ー
・
パ
イ

オ
ニ
ア
、
M
C
A
ビ
ク
タ
ー
の

3
社
で
38
年
に
わ
た
り
洋
楽
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
職
と
し
た
。
そ

の
後
、
78
年
に
は

ス
ー
パ
ー
・
ニ
ッ

カ
の
TV
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
に
ポ
ー

ル
・
ア
ン
カ
を
起

用
し
た
関
係
で
、
ラ
ス
・
ヴ
ェ

ガ
ス
の
彼
の
自
宅
に
打
ち
合
わ

せ
で
訪
れ
る
関
係
に
な
り
、
例

の
屋
上
か
ら
の
円
盤
投
げ
の
話

を
し
て
頭
を
コ
ツ
ン
と
叩
か
れ

た
り
と
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

　

レ
コ
ー
ド
会
社
で
禄
を
食
み

78
歳
の
現
在
も
赤
坂
の
ラ
イ

ブ
・
ハ
ウ
ス
で
月
5
回
の
バ
ン

ド
活
動
が
出
来
て
い
る
原
点
と

な
っ
た
南
座
で
あ
る
。

ゆ
う
ゆ
う
エ
ッ
セ
イ

我
が
人
生
の
原
点

京
都
「
南
座
」

　

開
高
健
の
小
説
に
『
ロ
ビ
ン

ソ
ン
の
末
裔
』
と
い
う
作
品
が

あ
る
。
東
京
都
庁
の
職
員
だ
っ

た
男
が
戦
後
、
一
転
し
て
北
海

道
開
拓
団
に
加
わ
り
、
人
の
手

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
大

自
然
の
荒
地
に
立
ち
向
か
っ
て

野
望
を
抱
い
た
同
輩

と
悪
戦
苦
闘
す
る
と

い
う
群
像
物
語
だ
。

舞
台
に
な
っ
た
「
上

川
」
は
幾
つ
か
の
町

村
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し

て
作
っ
た
町
の
よ
う

だ
が
、
実
際
に
上
川

町
と
い
う
行
政
町
が

存
在
す
る
。

　

四
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
の
町
で
、
高
台
に
公

園
が
あ
り
、
そ
の
公
園
に
立
っ

て
目
線
を
少
し
上
げ
る
と
、
ど

ー
ん
と
２
０
０
０
ｍ
級
の
大
雪

山
連
峰
が
座
っ
て
い
る
。
目
線

を
下
に
向
け
る
と
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
町
全
体
を
一
望
で
き
る
。

　

私
の
親
し
い
友
人
の
一
人
が
、

そ
の
公
園
か
ら
開
高
健
が
撮
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言

う
の
で
、
さ
っ
そ
く
探
し
て
も

ら
っ
た
。

　
「
現
代
日
本
の
文
学
」（
学

研
）
の
開
高
健
の
巻
に
収
録
さ

れ
て
い
る
数
枚
で
、
町
の
た
た

ず
ま
い
や
角
巻
姿

の
女
性
の
姿
な
ど

が
映
っ
て
い
る
。

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の

末
裔
」
が
書
か
れ

た
１
９
６
０
年
頃

と
、
実
際
の
舞
台

に
な
っ
た
戦
後
ま

も
な
い
時
代
と
は

大
き
な
隔
た
り
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
戦
後
を
引
き
ず

っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
が
、

開
高
健
が
撮
っ
た
写
真
で
あ
る

か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
か
っ

た
。

　

私
は
そ
の
町
で
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
。
夏
は
野
山
を
駆
け

巡
り
、
冬
は
リ
フ
ト
の
な
い
ス

キ
ー
場
で
遊
ん
だ
。
ス
キ
ー
を

履
い
た
ま
ま
自
力
で
斜
面
を
登

っ
て
滑
り
降
り
て
く
る
の
だ

が
、
登
る
だ
け
で
く
た
び
れ
て

し
ま
い
一
日
に
何
本
も
滑
れ
な

い
。

　

高
校
3
年
の
冬
に
は
、
友
人

の
魚
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
受
験
費
用
を
ね
ん

出
し
、
よ
う
や
く
町
を
出
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
懐
か
し
い
思

い
出
が
あ
る
。

　

奥
座
敷
に
温
泉
街
を
擁
し
て

お
り
、
四
季
を
通
し
て
観
光
客

が
絶
え
ず
、
貧
し
い
町
だ
が
開

高
健
が
描
き
出
し
た
暗
い
イ
メ

ー
ジ
は
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
鄙
び
た
町
か
ら
も
、

世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
ジ
ャ

ン
プ
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
団
体
優

勝
し
た
原
田
雅
彦
と
平
昌
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
ジ
ャ
ン
プ
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
で
前
人
未
踏
の
世

界
記
録
を
打
ち
立
て
た
高
梨
沙

羅
の
両
選
手
で
あ
る
。
そ
の
高

梨
の
実
家
は
、
私
が
高
3
生
の

時
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
魚
屋
だ
っ
た
。

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
末
裔
」
の
舞
台

北
海
道
上
川
町
出
身

野
火
止
７
丁
目　

大
島
直
次
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「
新
春
の
つ
ど
い
」
今
年
も
盛
大
に
開
催

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

　

お
花
が
大
好
き
な
私
は
散
歩

や
広
報
を
配
っ
て
い
る
時
に
、

お
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
人

を
見
か
け
る
と
つ
い
声
を
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。「
珍
し
い
お

花
で
す
ね
」「
ち
ょ
う
ど
間
引

い
て
い
る
か
ら
少
し
あ
げ
ま
し

ょ
う
か
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」

　

越
し
て
き
た
と
き
は
寂
し
い

庭
で
し
た
が
12
年
過
ぎ
た
今
、

沢
山
の
方
に
頂
い
た
お
花
や
季

節
ご
と
に
植
え
た
草
花
、
庭
木

で
小
さ
な
庭
は
賑
や
か
に
な
り

ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
翌
年
の
６
月
頃
ま

で
咲
い
て
く
れ
る
パ
ン
ジ
ー
は

花
苗
を
作
っ
て
い
る
遠
く
の
農

家
ま
で
買
い
に
行
き
ま
す
。
秋

晴
れ
の
日
、
色
と
り
ど
り
の
パ

ン
ジ
ー
を
籠
い
っ
ぱ
い
積
み
黒

目
川
沿
を
帰
る
時
の
ペ
ダ
ル
は

と
て
も
軽
や
か
で
す
。

　

最
近
で
は
、
紫
陽
花
・
ヒ
マ

ワ
リ
の
花
・
コ
ス
モ
ス
の
花
が

同
時
期
に
咲
く
な
ど
、
温
暖
化

の
影
響
な
の
で
し
ょ
う
か
。
四

季
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
く
な
っ
て

来
た
の
は
非
常
に
残
念
で
心
が

痛
み
ま
す
。   （
斉
藤　

敏
枝
）

こ
ら
む

一
寸
一
息

　

日
頃
よ
り
親
睦
会
事
業
に
対

し
ご
協
力
い
た
だ
き
、
有
難
う

御
座
い
ま
す
。

　

本
年
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」

は
令
和
初
め
て
で
2
年
1
月
26

日
に
SC
と
の
共
催
で
開
催
。

　

第
一
部
は
SC
主
催
の
講
演
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
サ
ン
バ
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
親
睦
会
主
催
の
新
春

交
流
会
開
催
。
第
一
部
の
講
演

の
熱
が
冷
め
な
い
状
況
で
の
交

流
会
で
日
頃
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
の
少
な
い
シ
ル
バ
ー
会
員
の

皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
新
年

の
挨
拶
を
通
し
て
互
い
の
元
気

な
姿
を
確
か
め
合
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

親
睦
会
の
目
的
で
あ
る
会
員

の
絆
を
深
め
、
仲
間
の
輪
を
さ

ら
に
広
め
合
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
又
、
恒
例
の

運
勢
を
占
う
新
年
の
福
引
大
会

は
、
宴
会
の
最
初
に
行
い
、
語

ら
い
と
食
事
を
ゆ
っ
く
り
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

一
等
の
自
転
車
は
三
本
。
当

選
さ
れ
た
方
は
皆
さ
ん
大
喜
び

で
、
そ
の
う
ち
の
お
一
人
は
展

示
し
て
い
た
自
転
車
を
乗
っ
て

帰
ら
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

　

参
加
者
は
満
足
し
た
様
子
で

今
年
も
健
康
で
頑
張
ろ
う
と
互

い
に
励
ま
し
合
い
、
散
会
し
ま

し
た
。                  （
後
藤
）

　

令
和
元
年
度
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
令
和
2
年
3

月
7
日
（
土
）・
8
日
（
日
）

に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

中
止
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

出
演
者
及
び
サ
ー
ク
ル
関
連

の
皆
様
は
、
殆
ど
準
備
が
整
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
誠
に
残
念

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
下

さ
い
。

◎
皆
様
に
は
、
外
か
ら
帰
宅
時

な
ど
「
う
が
い
・
手
洗
い
」
の

励
行
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
今
後
の
予
定

〈
春
の
日
帰
り
旅
行
予
定
〉

【
開
催
日
】
令
和
2
年
5
月
24

日（
日
）25
日（
月
）

【
場
所
】
検
討
中

＊
現
在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
状
況
に
よ
り
中
止
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
5
月
、
歴
史
探
訪

の
朋
友
会
定
例
総
会
で
、
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
綿
引
で
す
。

私
は
平
成
25
年
の
「
柴
又
七
福

神
め
ぐ
り
」
か
ら
参
加
し
、
そ

の
後
6
年
間
非
常
に
楽
し
く
皆

様
と
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

特
に
歴
史
の
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
建
物
、
仏
像
、
場
所
な
ど

を
訪
問
し
歴
史
に
思
い
を
は
せ

る
事
が
で
き
感
激
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
東
京
都
内
を
中
心
に

各
名
所
、
旧
跡
な
ど
を
徒
歩
に

て
巡
り
朋
友
会
を
盛
り
上
げ
、

会
員
数
を
今
よ
り
以
上
に
増
や

す
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
の
皆
々
様
、
私
ど
も
と
一
緒

に
歴
史
探
索
を
し
ま
せ
ん
か
。

楽
し
く
、
愉
快
な
時
間
を
と
も

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
綿
引
孝
之　

電
話
０
８
０-

　

６
６
７
７-

１
２
６
８
）

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

サ
ー
クル
紹
介

     

朋
友
会

平成30年度亀戸七福神巡り

当選された三人



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
学
校
の
一
斉
休
校
が
始
ま

っ
た
朝
、
世
間
が
あ
ま
り
に
も

静
か
で
驚
き
ま
し
た
。
近
所
の

中
学
校
か
ら
朝
練
の
声
が
聞
こ

え
て
こ
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
子
供
た
ち
が
出
て
く
る
様
子

も
な
い
。
そ
の
後
、
日
中
に
階

段
や
廊
下
で
遊
ぶ
こ
と
す
ら
し

ま
せ
ん
。
確
か
に
非
常
事
態
な

の
で
す
が
、
社
会
全
体
で
危
機

を
上
手
に
乗
り
越
え
て
い
け
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

3
月
以
降
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
各
地
区
の
懇
話

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
全
て
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

か
、
広
報
委
員
た
ち
が
突
然
の

取
材
や
原
稿
の
依
頼
に
飛
び
回

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
尾
形
）
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〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
://
w
w
w.
sj
c.
ne
.jp
/n
iiz
a/

E
メ
ー
ル
　
ni
iza
@
sj
c.
ne
.jp

〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

目
的
：
SC
の
PR
、
存
在
、
活
動

を
更
に
地
域
社
会
に
広
く
浸

透
さ
せ
、
会
員
同
士
の
連
帯

感
、
会
員
意
識
の
醸
成
と
地

域
社
会
へ
の
感
謝

日
時
：
10
月
17
日（
土
）ま
た
は

18
日（
日
）午
前
9
時
～
2
時

活
動
：
歩
道
・
遊
歩
道
の
清
掃

家
事
援
助
講
習
会

主
催
：
就
業
開
拓
委
員
会

日
時
：
2
月
20
日
（
木
）
10
時

～
16
時

場
所
：
SC
会
議
室

参
加
：
9
名

講
師
：
ニ
チ
イ
学
館

三
笠　

静
江
氏

マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
介
護
入
門
・
事
故
防
止
等

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

第
41
回
シ
ル
バ
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
開
催
の
予
定
で
す
。

日
時
：
令
和
2
年
6
月
27
日

（
土
）
午
前
10
時
開
会

会
場
：
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

詳
細
は
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

前
号
「
私
の
ス
ナ
ッ
プ
」
面
で

名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誤
：
前
迫
シ
ズ
ヱ
様

　

正
：
前
迫
シ
ヅ
ヱ
様

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

第
11
回
（
3
月
31
日
開
催
）

①
令
和
元
年
度
公
益
社
団
法
人

新
座
市
ＳＣ
補
正
予
算
（
第
4

号
）
が
承
認
さ
れ
た
。

②
公
益
社
団
法
人
新
座
市
ＳＣ
職

員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
が
承
認
さ
れ
た
。

③
公
益
社
団
法
人
新
座
市
ＳＣ
嘱

託
職
員
の
就
業
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程
が
承
認
さ

れ
た
。

④
令
和
2
年
度
事
業
計
画（
案
）

が
検
討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑤
令
和
2
年
度
収
支
予
算（
案
）

が
検
討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑥
正
会
員
（
3
月
分
）
男
性
14

名
、
女
性
9
名
、
合
計
23
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
3
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
５
０
名
】

◆
セ
ン
タ
ー
統
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
実
施
に
つ
い
て

訃
　
　報

・
髙
垣　

允
彦	

様
（
80
歳
）

馬
場
4
丁
目

・
北
原　

朝
子	

様
（
７0
歳
）

野
火
止
6
丁
目

・
末
森　

泰
子	

様
（
７3
歳
）

栄
4
丁
目

・
三
富　

秀
夫	

様
（
72
歳
）

畑
中
１
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
会
報
告

第
9
回
（
1
月
31
日
開
催
）

①
公
益
社
団
法
人
新
座
市
SC
職

員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程
が
承
認
さ
れ
た
。

②
公
益
社
団
法
人
新
座
市
SC
配

分
金
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
が
承
認
さ
れ
た
。

▽
令
和
元
年
10
月
1
日
埼
玉

県
最
低
賃
金
額
の
改
正
に
伴

い
、
改
正
率
を
参
考
に
SC
配

分
金
見
積
額
の
見
直
の
た
め
。

③
正
会
員
（
1
月
分
）
男
性
8

名
、
女
性
4
名
、
合
計
12
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
1
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
６
４
名
】

第
10
回
（
2
月
28
日
開
催
）

①
令
和
元
年
度
公
益
社
団
法
人

新
座
市
SC
補
正
予
算
（
第
3

号
）
が
承
認
さ
れ
た
。

②
公
益
社
団
法
人
新
座
市
SC
会

員
入
会
促
進
事
業
要
領
が
制

定
、
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
要
領
は
令
和
2
年
4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

③
正
会
員
（
2
月
分
）
男
性
18

名
、
女
性
21
名
、
合
計
39
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
2
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
１
８
４
名
】

【
表
紙
の
呟
き
】
新
座
市
内
に

桜
の
名
所
は
結
構
な
数
が
あ
り
、

そ
れ
な
り
の
良
さ
が
あ
る
。
こ

こ
の
桜
の
存
在
感
は
秀
逸
で
あ

る
。
旧
帝
国
海
軍
大
和
田
通
信

所
時
代
の
広
さ
は
現
在
の
数
倍
。

本
土
で
一
番
電
波
状
態
が
良
い

と
い
う
事
で
選
ば
れ
た
ら
し
い
。

今
は
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
土
地
。
桜
を
愛

で
ら
れ
る
こ
の
場
所
へ
の
た
っ

た
一
本
の
細
い
道
が
、
日
本
人

出
入
り
可
だ
。「
ニ
イ
タ
カ
ヤ

マ
ノ
ボ
レ
」の
電
文
発
信
時
、

こ
の
木
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う

か
？            （
撮
影　

吉
田
）

記
後
集
編

ミ
ナ
サ
ン
コ
ン
ニ
チ
ハ

ワ
タ
シ
ハ
パ
ペ
ロ
デ
ス
。

セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
正
面
の

左
側
カ
ウ
ン
タ
ー
に
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
紹
介
画
面
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


